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あなたと町を結ぶ広報
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毎月1回1日発行

今月の表紙 

ふるさとの思いをつなぐリレー（５月14日　浪江小・津島小運動会）

ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
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浪江町住民懇談会を開催します

復興推進課復興企画係 　　0243（62）4731

６月23日（木） 13 時 30分～
15時 30分 東　京　都 星陵会館　ホール

東京都千代田区永田町２－１６－２

「避難指示解除に関する有識者検証委員会」からの報告
および今後の取組み
※報告書に掲げられた16の課題については、広報なみ
　え５月号P５～６をご覧ください。

１ 町からの説明

避難指示解除に関する国の考え方等について

２ 国等からの説明

開 催 日 開催時間 開催地及び会場

※１ 東京会場には駐車場がありませんので公共交通機関をご利用ください。
※２ その他の会場でも駐車場には限りがあります。相乗りでのご来場・公共交通機関の利用にご協力ください。
※３ 会場によっては有料駐車場をご利用いただくこともありますのでご容赦ください。

６月26日（日） 13 時 30分～
15時 30分 仙　台　市 仙台国際センター　大会議室「橘」

宮城県仙台市青葉区青葉山無番地

６月27日（月） 13 時 30分～
15時 30分 福　島　市 福島県文化センター　大ホール

福島市春日町５－５４

６月29日（水） 13 時 30分～
15時 30分 郡　山　市 ビッグパレットふくしま　コンベンションホール

郡山市南二丁目５２

６月30日（木） 13 時 30分～
15時 30分 南 相 馬 市 サンライフ南相馬　集会室

南相馬市原町区小川町３２２－１

７月１日（金） 13 時 30分～
15時 30分 二 本 松 市 安達文化ホール　ホール

二本松市油井濡石１－２

７月３日（日） 13 時 30分～
15時 30分 い わ き 市 いわき市文化センター　大ホール

いわき市平字堂根町１－４

７月５日（火） 13 時 30分～
15時 30分 会津若松市 会津若松市文化センター　文化ホール

会津若松市城東町１４－５２

お
願
い

　「避難指示解除に関する有識者検証委員会」から提出された報告書の概要を説明するとともに、

避難指示解除の考え方等について国から説明をしていただき、町民の皆さまと意見交換を行います。

開催日程

内　容

浪
江
町
長　

馬　

場　
　
　

有

町民の皆さんへ

こ
の
た
び
の
熊
本
地
震
の
被
災
地
の
皆
さ
ま
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
が
経
験
し
た
大
地
震
と
違
い
、
直
下
型
で
、
あ
れ
だ
け
の
住
宅
崩

壊
を
見
る
と
、
本
当
に
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
家
を
失
う
と

い
う
同
じ
経
験
を
し
た
浪
江
町
民
の
中
か
ら
は
、
義
援
金
や
支
援
物
資
な
ど

の
形
で
応
援
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
し
、
町
と
し
て
も
で
き
る
限
り
支
援
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

被
災
地
で
は
一
刻
も
早
い
住
宅
の
手
当
て
が
必
要
な
と
こ
ろ
で
、
関
係
者

の
方
々
は
懸
命
に
や
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
過
去
幾
多
の
震
災
で

得
た
知
恵
を
生
か
し
て
、
も
う
少
し
で
き
る
こ
と
が
あ
り
そ
う
な
気
が
し
て

な
り
ま
せ
ん
。
東
日
本
大
震
災
の
と
き
も
、
仮
設
住
宅
が
す
ぐ
に
建
て
ら
れ

な
い
な
ら
、
た
と
え
ば
豪
華
客
船
を
停
泊
さ
せ
て
一
時
的
に
宿
泊
所
に
し
た

ら
ど
う
か
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
出
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
知

恵
が
今
回
あ
ま
り
生
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
な
い
の
は
、
や
は
り
規
制

の
枠
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
た
め
で
し
ょ
う
か
。

福
島
第
一
原
発
事
故
の
国
会
事
故
調
の
委
員
長
を
務
め
た
黒
川
清
氏
の
最
近

の
著
書
、「
規
制
の
虜
」
を
読
み
ま
し
た
。
日
本
人
全
体
が
、
異
な
る
考
え
を

受
け
つ
け
な
い
「
グ
ル
ー
プ
シ
ン
ク
」
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
、
な
る

ほ
ど
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ル
ー
ル
や
規
制
か
ら
外
れ
た
も
の
は
排
除
す
る
、

想
定
外
の
想
定
な
ど
で
き
な
い
、
日
本
人
の
特
異
な
気
質
だ
と
い
う
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
日
本
人
の
慣
習
に
根
差
し
て
い
る
の
で
は
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

原
発
被
災
自
治
体
と
し
て
国
等
に
対
し
様
々
な
要
望
を
す
る
際
も
、
ま
さ

に
こ
れ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。
実
情
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
て
も
、
い
ろ

い
ろ
な
規
則
や
法
律
が
あ
っ
て
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
。
そ
の
も
ど
か
し

さ
は
こ
ち
ら
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
う
い
う
非
常
事
態
に
は
ぜ
ひ
既

成
の
枠
を
取
り
払
っ
た
発
想
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

実
は
こ
れ
は
私
た
ち
役
場
職
員
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
。
我
々
は
常
に
頭

を
柔
軟
に
し
て
、
課
の
枠
を
越
え
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
復
興
を
成
し
遂
げ
、
次
代
に
浪
江
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

こ
の
5
月
1
日
、
浪
江
町
は
合
併
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
28
年
に

浪
江
町
と
幾
世
橋
村
、
請
戸
村
が
合
併
、
続
い
て
昭
和
31
年
に
大
堀
村
、
苅

野
村
、
津
島
村
と
合
併
し
て
、
今
の
町
と
な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
31
年
と
い
え
ば
、
私
は
浪
江
小
の
2
年
生
で
し
た
。
そ
の
年
、
浪
江

出
身
の
作
曲
家
・
佐
々
木
俊
一
先
生
が
作
っ
た
浪
江
小
校
歌
の
披
露
式
と
い

う
の
が
あ
り
、
大
講
堂
に
集
め
ら
れ
て
聞
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
豪
華

な
ド
レ
ス
や
着
物
を
着
た
一
流
歌
手
の
皆
さ
ん
が
た
く
さ
ん
来
て
、
び
っ
く

り
し
た
も
の
で
す
。
当
時
は
子
供
の
数
も
多
く
、
一
ク
ラ
ス
は
50
人
ほ
ど
。

合
併
当
時
の
町
の
人
口
は
2
万
7
千
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
60
年
を
経
て
、
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
と
は
、
だ
れ

が
想
像
し
た
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
世
代
が
い
ま
、
悲
惨
な
体
験
を
乗
り
越
え
て
目
指
し

て
い
る
町
の
再
生
こ
そ
、
次
の
60
年
、
の
み
な
ら
ず
「
百
年
の
大
計
」
の
基

礎
づ
く
り
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
い
ま
し
っ
か
り
と
町
の
基
礎
を
作
っ
て
お

け
ば
、
60
年
後
に
は
震
災
前
よ
り
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
町
に
、
「
夢
が
描
け

る
町
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
夢
を
現
実
に
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ま
と
一
緒
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
心
身
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
月
か
ら
各
地
で
開
催
さ
れ
る
住
民
懇
談
会
に
て
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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南 相 馬 市 サンライフ南相馬 二 本 松 市 安達文化ホール

い わ き 市 いわき市文化センター 会津若松市 会津若松市文化センター

いわき市役所駐車場、県合同庁舎駐車場をご利用ください。 旧会津陸上競技場内臨時駐車場、鶴ヶ城体育館東側
駐車場をご利用ください。

サンライフ南相馬

いわき市文化センター

安達文化ホール

会津若松市文化センター

●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●会場ご案内
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東　京　都 星陵会館 仙　台　市 仙台国際センター

福　島　市 福島県文化センター 郡　山　市 ビッグパレットふくしま

ビッグパレット
ふくしま

国際センター地下駐車場（有料）、せんだい青葉山交流
広場駐車場（有料）をご利用ください。

星陵会館

福島県文化センター

仙台国際センター

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●



「まち・ひと・しごと創生浪江町総合戦略」表紙より
浪江町の目指す将来の姿イメージ図

28年３月末、浪江町地域スポーツセンターが完成しました。バスケットボールコートが２面

とれるメインアリーナと、電動式の観客席（494席）も備えたサブアリーナがあります。

平成23年、完成まであと２週間という時に東日本大震災に襲われましたが、建物の構造はほ

とんど被害を受けませんでした。帰町が叶った際、当初の目的通り大勢の人が集う公共施設と

して使用できるよう、設備の修復と完成に向けた工事を進めてきたものです。なお、今年度中

に備品等を購入し、帰町の際には、利用開始ができるように準備を進めています。

予定地の役場本庁舎西側

休憩できる屋根付きベンチ 海を一望できるコミュニティ広場

スポーツセンター正面 メインアリーナ 電動式観客席

浪江中浜地区海岸

請戸川請戸川請戸川

請戸中浜地区海岸

棚塩地区海岸

棚塩、請戸中浜、浪江中浜の３つの海岸で、災害復

旧事業が行われています。このうち、棚塩の一部と浪

江中浜では消波ブロック工事が完了し、４月からは防

潮堤本体工事が着工になりました。また、請戸川と高

瀬川についても測量・設計を進めており、請戸川の一

部は７月に着工する予定です。

災害復旧着工箇所災害復旧着工箇所災害復旧着工箇所
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平成28年３月、「浪江町人口ビジョン」およ

び「まち・ひと・しごと創生浪江町総合戦略」

が策定されました。

皆さまからのご意見ありがとうございました

（28年１月パブリックコメント実施）。

最終版および策定の目的など詳細はホーム

ページでご覧いただけます。

　　　

http://www.town.namie.fukushima.jp/

soshiki/2/12325.html
　　　

「「まちまち・ひとひと・しごと創生浪江町総合戦略」表紙よりしごと創生浪江町総合戦略」表紙より
浪江町の目指す将来の姿イメージ図浪江町の目指す将来の姿イメージ図
「まち・ひと・しごと創生浪江町総合戦略」表紙より
浪江町の目指す将来の姿イメージ図

ン」およ

合戦略」

※町内には工事用車両等の往来が多くなっています
ので、付近を通行する際はご注意ください。

27年３月に整備された浪江町営大平山霊園の隣に、コミュニティ広場が完成しました。お墓

参りなどに訪れた皆さまの憩いの場としてご利用いただけます。この広場には今後、慰霊碑の

建立が予定されています。

帰町した後の医療面の不安解消を図るため、浪江

町民第２体育館跡地に建設される「浪江診療所（仮

称）」。常勤医１名・看護師３名を配置する予定で、内

科・外科の診療を行います。

このたび体育館の解体作業が終了し、29年３月の

開所へ向けて建築工事が始まります。

予定地の役場本庁舎西側予定地の役場本庁舎西側

休憩できる屋根付きベンチ休憩できる屋根付きベンチ 海を一望できるコミュニティ広場海を一望できるコミュニティ広場

予定地の役場本庁舎西側

休憩できる屋根付きベンチ 海を一望できるコミュニティ広場

請戸川

災害復旧着工箇所
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東京電力の提示金額に納得できない方など、どなたでも当センターをご利用頂けます。
現在の申立て以外の損害についても、申立て可能です。また、裁判よりも手続が簡便かつ
無料※1で、ご本人様お一人でも申立てができます。証拠書類がない場合でも申立て可能で
あり、仲介手続きの中で、センターの調査官が不明な点を丁寧にお伺いします。
手続きが終了している17,088件のうち、８割強である14,221件※2が和解成立に至ってい

ます。 ※１ 送料等の実費は発生します。　※２ 平成28年４月末現在の件数です。

　　　　　　　　浪江町（避難指示解除準備区域）の不動産（自宅土地建物）につい
て、自宅の位置、付近の放射線量、周辺施設の状況、申立人らの生活状況、水道の復旧状況
等を考慮して全損と評価し、平成10年の購入時価格（造成費用として申立人らが支払った額
を含む）を土地の事故前価値として、財物損害が賠償された事例（和解事例868）。
※和解事例は、あくまで申立人の個別事情に基づいて和解した例であり、一般的に適用される基準ではありません。

原子力損害賠償紛争解決センター　無料電話　0120（377）155
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みんなでともに
乗り越えよう

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�

�
�
�
�
��

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�

��

���

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
��

�
��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��
�
�

�
�
���

��
�
�
�

��

��������	
��

�������	
�
��
�

�������	
�����������

�������	
���������

�������	
���������
��

�������	
������������

�������	
���������

�������	
���� �������	
��������

������������

酒田地区の水稲栽培地図
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５月１日より、環境省で行っている廃棄物回収で、農業用品の回収が始まりました。粗
大ごみ・廃家電と同様、戸別回収となりますので、回収コールセンター（※1）までお申込み
ください。
　　
●丸太については、長さ１ｍ以内、直径30㎝程度に収まるように切り分けてく
ださい。ほだ木・稲わら等は、回収しやすいようにあらかじめ縛る等してまと
めてください。
　　●化学薬品が含まれる肥料については、現在回収できません。時期は未定です
が、今後の回収を予定していますので、それまでは自宅での保管をお願いしま
す。回収時期が決まり次第お知らせします。
　　●マメトラ等の小型機械も回収できますので、申込みの際に具体的な品名・大き
さ・数量等の詳細を申し出てください。
トラクターやコンバイン等の大型機械は、車両回収連絡センター（※2）へご相談
ください。

　 

　 

　 

　 

東京電力による賠償請求が済んだ車については、東京電力よりご案内をお送りしていま
す。案内がない方や、賠償請求の対象にならない車両等を所有している方は、コールセン
ターに回収の申込みをしてください。
なお、回収の際は、所有者様ご自身で廃車の手続きをしていただく必要があります。廃
車手続きをお済ませのうえお申込みください。

家屋等の解体の受付を行っています。解体は受付をしてから実際の工事までかなりの期
間を要しますので、お早めに相談窓口（※3）や受付センター（※4）へご相談ください。

　
 

● ●

双葉運輸株式会社コールセンター
　 　 0120（46）5175
受付時間：８時30分～17時

　　　　　　　（土日・祝日を除く）

　 　 0120（46）0232
（24時間受付）

　 

本件に関するお問合せ先

　 

　 

株式会社安藤・間
車両回収連絡センター
　 　 0120（830）234
受付時間：８時30分～17時30分
　　　　　　　（土日・祝日を除く）

株式会社高島テクノロジーセンター
　除染および災害廃棄物等に関する
　相談窓口

　 　 0120（505）043
受付時間：９時～17時

　　　　　　　（土日・祝日を除く）

　家屋の解体申請受付センター

　 　 0120（603）016
受付時間：８時30分～16時30分
　　　　　　　（土日・祝日を除く）

（※1）

（※2）

（※4）

（※3）
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立野上

小野田

北幾世橋北

北幾世橋南

幾世橋

北棚塩

谷津田

苅宿
藤橋

西台

平成28年7月開栓

加倉

田尻

高瀬

立野中

立野下

酒田

開栓済

上水道開栓予定

末ノ森
川添南 牛渡樋渡

権現堂
1区～8区

上ノ原

川添北

佐屋前

南棚塩

請戸北 請戸南

室原

大堀

井手

酒井

両竹
中浜

平成28年度中開栓

未定
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　健康保険課健康係　　0243（62）0168
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み
な
さ
ま
か
ら

義
援
金
等
の
支
援
を

お
届
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

4
月
28
日
、
あ
か
い
わ
ピ
ー
チ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
車
椅
子
5
台
の
寄
贈
）

4
月
19
日
、
五
郎
川
康
様
、
洋
子
様

（
義
援
金
）

４月16日、本宮市で行われた「元気咲かそう　本宮市しらさ

わ桜まつり」の中で、震災前まで行われていた「請戸川リバー

ライン桜まつり」が、昨年に続き今年も行われました。

ステージイベントでは浪江町出身の水原ゆきさん、牛来美佳

さんらの演奏があったほか、なみえ焼そばの出展もあり、大勢

の人で賑わいました。夜は５千発の花火が打ち上げられ、参加

者は夜空に輝く花火と桜を楽しみました。

本宮市の皆さんありがとうございました。（写真提供：本宮市）

４月22日、全国で活躍中のロックバンド「WHITE ASH

（ホワイト・アッシュ）」のギタリストで二本松市出身の

「山さん」らメンバー４人が、浪江小学校・津島小学校に来

校し、音楽で児童と交流を深めました。 

「山さんの音楽教室」と銘打ったワークショップでは、山

さんがギター、５、６年生が打楽器、２～４年生が電子ピアノ

と木琴を使って一緒に即興のオリジナル曲を演奏しました。

その電子ピアノと木琴は、ホワイト・アッシュがチャリ

ティーイベントでの善意・グッズの売り上げで購入し、浪江

小学校・津島小学校に寄贈してくださったものです。

また、児童は山さんのギター伴奏で「明日に向かって」を

歌い、ホワイト・アッシュは「Hopes Bright（ホープス・ブ

ライト）」を披露しました。山さんは最後に、「音楽で　笑顔

あふれる　なみえっ子」と五・七・五で締めくくりました。 

児童代表の瀬尾瑠衣菜さん（浪江小６年）は「皆さんの応

援を胸に勉強やスポーツを頑張ります」とお礼の言葉を述べ

ました。

る い な

����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
0243（62）4731　　

めざせ！
「なみえっこカルタ」名人！

「おたま」で勝利を運べ！

親子で仲良く　　　ゴールへ

３月８日に日本消防会館ニッショーホールにて全国消防大

会が開催されました。

浪江町消防団は、震災発生時およびその後の活動に対して

竿頭綬表彰を受賞しました。

（スローガン：３年　瀬尾悠月さん作）

浪江小学校・津島小学校の運動会が５月14

日、二本松市内の仮庁舎で行われました。

チーム一丸となり校庭を走りきった紅白リ

レーや、ふるさとなみえ科の授業で児童たちが

作成した「なみえっ子カルタ」を使った競技、

和太鼓やよさこい発表などたくさんの種目が用

意され、全力を尽くす11名の児童には大きな声

援が送られました。

また、保護者や来場者も参加した玉入れなど

の競技もあり、会場は笑顔に包まれました。最

後には、浪江焼麺太国よりなみえ焼そばが振る

舞われるなど、楽しく交流を深めた運動会とな

りました。
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町民の皆さんからお寄せいただいた情報を掲載します
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江町応急仮設診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243（24）1431

������

�����������������

���������������

���������	�
���

������

��������		
��������

��������		
��������

�������������	
�	�

�������	
������

�������	
���������

�������	��
����������

��������	
������������

�������	
	������������

�������	
�������������

��������

�������	
�����
������

�������	�
������������

�������	
��������������

�������	�
�������

�������	
������������

������

��������	
���

������������������

������
���������



����

復興推進課 情報統計係 　　0243（62）4731　　0243（22）4218

なみえタブレット
「タブレット講習会」開催のご案内

　新しくなったホーム画面に表示されている「つながっぺ」はご存じですか？ なみえタ
ブレットを持っていない家族や友達とも、電話やメッセージのやりとりができます。
　まずは下記の①～③の手順で操作し、この機能を使えるようにしましょう。

　最近使っていないなぁ…というあなた！新機能・便利な機能もご紹介
します。この機会に、ぜひご参加ください。

時間●10時～12時（開場：9時 30分）
場所●二本松市市民交流センター

6月のタブレット講習会の日程が決まりました。

※出張講座も好評受付中です。お気軽にご相談ください。

福島県二本松市本町二丁目３-１
※有料駐車場が利用できます。

時間●10時～12時（開場：9時 30分）
場所●中央区立環境情報センター
東京都中央区京橋３-１-１
東京スクエアガーデン６階
※ＪＲ「東京駅」八重洲南口より
　徒歩 6分

6/11　　
二本松会場

 6/18　　
東京会場

（土）

（土）

通 信

※詳しくは広報なみえ３月号同封の「操作説明書」p８をご覧ください。

①ホーム画面のうけどんにある
　「つながっぺ」ボタンを押します。

②「インストール」と書いてある
　緑のボタンを押します。

③「同意する」を
　押します。

「つながっぺ」でつながろう !「つながっぺ」キャラクター
たもっちゃん

離れた相手に簡単に文字や写真を送ったり、　　　　　　　　　　　　
　　　　 　　無料のテレビ電話がかけられる機能
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消防署からのお知らせ

消しましょう
その火　その時　その場所で

平成28年度全国統一防火標語

火事と救急は119番
浪江消防署　 0240（34）7360
富岡消防署　 0240（25）2119

熱中症は熱中症は「気付く気付く」ことで防げます！ことで防げます！
大切な家族、知人、大切な家族、知人、

自分の健康を守るために！自分の健康を守るために！

熱中症は熱中症は「気付く気付く」ことで防げます！ことで防げます！
大切な家族、知人、大切な家族、知人、

自分の健康を守るために！自分の健康を守るために！

熱中症は「気付く」ことで防げます！
大切な家族、知人、

自分の健康を守るために！
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、

そして福島第一原子力発電所の事故により、福島

県内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難

生活、先の見えない不安の中で、町民の皆さんが

どのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱

いているのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江の

こころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の
まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第60号 ●

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から５年以上が経過した今、感
じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

「浪江のこころ通信／第60号」への
感想をお寄せください。

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0243（22）4218
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大堀地区の民生委員で、大堀老人会（清流会）の女性部長
も務めていた小野田順さん。長男のお嫁さんの実家がある宮
城県美里町に家を建て、ご主人・息子さん夫婦・３人のお孫
さんとともに家族７人で暮らしておられます。避難中は腰の
痛みにも悩まされましたが、手術を受けて全快。浪江の方と
も地元の方とも積極的に交流し、活動的にお過ごしです。

小野田　順さん（大堀）
取材者：地域社会デザイン・ラボ　中島
取材日：５月11日

浪江の方とおしゃべりするのが
なによりの楽しみです

◆
現
在
の
自
宅
に
落
ち
着
く
ま
で

民
生
委
員
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を
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つ
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っ

て
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の
で
、
地
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が
起
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た
当
日
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揺
れ
が
収
ま
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か
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暮
ら
し
の

方
の
お
宅
を
回
り
、
安
否
確
認
に
務
め

ま
し
た
。
う
ち
は
地
盤
が
固
い
の
で
家

そ
の
も
の
の
被
害
は
少
な
く
、
避
難
を

呼
び
か
け
る
放
送
も
聞
こ
え
な
か
っ
た

の
で
、
家
族
７
人
で
避
難
し
た
の
は
12

日
の
午
後
３
時
頃
で
し
た
。

ま
ず
川
俣
に
向
か
い
、
そ
れ
か
ら

会
津
若
松
、
柏
崎
に
避
難
し
た
後
、
美

里
町
に
あ
る
嫁
の
実
家
に
２
か
月
ほ
ど

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
借

上
げ
住
宅
に
移
り
ま
し
た
が
、
私
ら
が

元
気
な
う
ち
に
大
堀
に
戻
る
の
は
無
理

だ
ろ
う
と
覚
悟
を
決
め
、
２
年
前
に
家

を
建
て
た
ん
で
す
。

◆
民
生
委
員
と
し
て
活
動
を
続
け
る

避
難
中
の
無
理
も
た
た
っ
て
か
高

齢
の
母
は
亡
く
な
り
、
主
人
も
一
時
は

塞
ぎ
こ
む
よ
う
に
な
る
な
ど
、
原
発
事

故
で
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
辛

い
経
験
を
し
ま
し
た
。
で
も
、
私
ら
よ

り
大
変
な
思
い
を
さ
れ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

そ
ん
な
方
の
お
役
に
少
し
で
も
立

ち
た
い
、
そ
し
て
な
に
よ
り
浪
江
の
人

に
会
い
た
く
て
、
南
相
馬
市
の
原
町
地

区
に
月
1
回
ほ
ど
通
い
、
避
難
中
の
独

居
の
高
齢
の
方
へ
の
訪
問
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
地
区
の
民
生
委
員
さ
ん
が

メ
イ
ン
で
私
は
お
手
伝
い
と
い
う
感
じ

で
す
が
、
「
お
元
気
で
し
た
か
？
」
と

聞
く
と
「
元
気
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ

る
方
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
た
の
は
嬉

し
い
で
す
ね
。

私
も
避
難
先
で
地
元
の
方
に
と
て

も
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
き

れ
な
い
く
ら
い
で
す
。
婦
人
会
に
も
誘

わ
れ
、
皆
さ
ん
の
前
で
体
験
を
話
し
て

ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
今
住
ん
で
い
る
場
所
も
女
川
原
発

か
ら
30
キ
ロ
圏
内
な
の
で
。
私
な
ん
か

で
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、

「
原
発
は
絶
対
に
安
心
安
全
と
い
う
意

識
で
は
だ
め
。
危
機
感
を
持
た
な
く
て

は
」
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
た
つ
も

り
で
す
。

◆
浪
江
の
人
と
集
う
幸
福
な
時
間

美
里
町
に
避
難
し
た
人
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
の
で
、
浪
江
の
人
が
集
ま
る

催
し
に
は
車
や
電
車
を
使
っ
て
参
加
し

て
い
ま
す
。
大
堀
の
清
流
会
で
は
年
2

回
、
春
・
秋
に
旅
行
を
企
画
し
て
い

て
、
今
年
の
春
も
中
ノ
沢
温
泉
に
旅
行

に
出
か
け
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
仙
台
に
避
難
し
て
い
る

方
の
集
ま
り
に
も
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
お
花
見
、
忘
年
会
、

新
年
会
な
ど
い
ろ
ん
な
催
し
が
あ
り
ま

し
て
ね
。
参
加
す
る
と
、
私
は
浪
江
で

保
育
所
に
勤
め
て
い
た
こ
と
が
あ
る
の

で
「
小
野
田
先
生
で
し
ょ
！
」「
○
○

ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
だ
よ
ね
！
」
と

か
、
知
っ
た
方
と
出
会
っ
て
感
激
す
る

こ
と
も
あ
る
し
、
浪
江
で
は
知
ら
な
い

同
士
だ
っ
た
方
と
も
話
が
弾
み
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
体
が
動
く
か
ぎ
り
、
皆
さ

ん
の
お
顔
を
見
に
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◆
大
堀
に
1
泊
で
も
泊
ま
り
た
い

大
堀
に
は
月
1
回
く
ら
い
一
時
帰

宅
し
、
家
の
周
り
の
草
刈
り
を
し
て
き

ま
す
。
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
た
家
は

帰
宅
困
難
地
域
と
は
い
え
見
た
と
こ
ろ

震
災
前
と
そ
う
変
わ
ら
な
い
状
態
に
見

え
ま
す
が
、
5
年
も
住
ん
で
い
な
い
と

行
く
た
び
に
傷
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

周
り
は
草
木
が
生
い
茂
っ
て
家
に
入
る

ま
で
が
大
変
で
す
。

こ
の
先
除
染
が
進
み
、
1
泊
で
も

住
め
る
状
態
に
な
っ
た
ら
、
自
分
の
家

に
も
う
1
回
住
ん
で
み
た
い

－

そ
れ

が
夢
で
す
ね
。

宮城県

▲美里町のご自宅の庭で草花を丹精する
　小野田順さん
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福島県

仲谷さんは、二本松市でお母さんと娘さんとの３人暮らしを
しています。楽しみは、震災前から習っていた三味線。猪苗代
の先生と一緒に月に１回、老人ホームへ三味線と民謡の慰問を
行っています。いろいろあったことを考えていてもしょうがな
いと、先だけを見ていく生き方にはパワーがあり、周りを元気
にする力を持っている太陽のような明るい人です。

仲谷　貴美子さん（井手）
取材者：浪江町役場　佐々木・鴫原
取材日：４月18日

もらった命なんだから先のことだけ
考えていこう

浪
江
で
は
、
家

で
食
べ
る
分
の
野

菜
を
母
が
育
て
、

私
は
大
熊
町
の
老

人
介
護
施
設
で
調

理
師
を
し
て
い
ま

し
た
。
家
の
裏
山

は
山
菜
や
キ
ノ
コ

な
ど
が
豊
富
で
宝

の
山
で
し
た
。
空

気
が
き
れ
い
、
四

季
折
々
の
自
然
が

あ
っ
て
浪
江
は
い

い
と
こ
ろ
ば
か
り

で
し
た
。

震
災
は
、
施
設
で
夜
ご
飯
を
作
り

始
め
た
時
に
起
き
ま
し
た
。
と
た
ん

に
電
気
が
消
え
、
ガ
ス
、
水
道
と
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
は
全
部
だ
め
に
な
り
、

ひ
ど
い
揺
れ
の
た
め
外
に
出
ろ
、
と

い
う
指
示
で
仕
事
着
の
半
袖
の
ま
ま

外
に
出
ま
し
た
。
余
震
が
怖
く
て
中

に
入
れ
ず
、
2
時
間
み
ん
な
で
体
を

寄
せ
合
い
震
え
て
い
ま
し
た
。
ず
っ

と
そ
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
中
に
入
っ
て
非
常
用

の
水
と
食
料
で
夕
飯
を
作
り
、
翌
朝

の
お
に
ぎ
り
を
用
意
し
ま
し
た
。
そ

の
時
は
、
明
日
に
な
れ
ば
何
と
か
な

る
だ
ろ
う
と
楽
観
し
て
い
ま
し
た
。

情
報
が
一
切
な
か
っ
た
か
ら
何
も
わ

か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

電
話
も
通
じ
ず
家
族
の
安
否
が
わ

か
ら
な
い
ま
ま
だ
っ
た
の
で
取
り
あ

え
ず
家
に
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
外
に
出
て
み
て
初
め
て
周
り
の

状
況
が
わ
か
り
愕
然
と
し
ま
し
た
。

自
宅
は
築
1
0
0
年
以
上
。
家
族
の

無
事
だ
け
を
祈
り
、
普
段
15
分
の
道

の
り
を
5
時
間
か
け
て
た
ど
り
着
い

た
の
は
夜
11
時
で
し
た
。
家
は
大
き

く
崩
れ
ま
し
た
が
幸
い
母
は
無
事

で
、
そ
れ
か
ら
ア
ク
セ
ス
ホ
ー
ム
さ

く
ら
に
通
所
し
て
い
た
娘
を
迎
え
に

行
き
、
夜
は
隣
の
家
で
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
堀
の
家
か

ら
津
島
の
避
難
所
を
経
て
、
緊
迫
し

た
状
況
の
中
、
東
和
町
の
体
育
館

へ
。
食
べ
物
も
な
く
も
ら
っ
た
毛
布

で
寒
さ
を
し
の
ぎ
ま
し
た
が
、
東
和

町
婦
人
会
の
方
た
ち
が
炊
き
出
し
を

し
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。

避
難
所
で
は
80
人
程
の
避
難
者
の

中
か
ら
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
て
、
そ
の

方
が
物
資
や
食
品
を
し
っ
か
り
分
配

し
て
く
れ
る
な
ど
素
晴
ら
し
い
ま
と

め
役
を
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
約

1
か
月
間
協
力
し
あ
っ
て
穏
や
か
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
次

避
難
先
の
猪
苗
代
で
も
オ
ー
ナ
ー
夫

妻
が
と
て
も
良
く
し
て
く
だ
さ
り
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
手
伝
い
な
が

ら
４
か
月
過
ご
し
ま
し
た
。
８
月
に

平
石
仮
設
へ
入
居
し
、
こ
こ
で
も
自

治
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
お
か

げ
で
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

た
だ
、
心
配
だ
っ
た
の
は
母
の
こ

と
。
浪
江
に
い
た
時
は
民
謡
大
会
に

出
た
り
、
話
す
の
が
好
き
で
毎
日
バ

イ
ク
で
近
所
に
遊
び
に
行
っ
て
い
た

元
気
な
母
が
、
震
災
後
は
先
々
の
不

安
を
抱
え
て
自
ら
楽
し
も
う
と
い
う

意
欲
が
な
く
な
り
、
介
護
認
定
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
、
今
の
状
態
を
保
ち
い

つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
か
ら
家
を
建
て
る
こ
と
を
決

意
し
、
昨
年
の
５
月
に
二
本
松
市
に

家
を
構
え
ま
し
た
。
娘
が
通
所
し
て

い
る
ア
ク
セ
ス
ホ
ー
ム
さ
く
ら
に
歩

い
て
い
け
る
距
離
だ
っ
た
こ
と
も
決

め
手
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
私
は
介
護
と
の
折
り
合
い

を
つ
け
な
が
ら
、
さ
く
ら
で
送
迎
の

運
転
手
を
し
て
い
ま
す
。
私
が
仕
事

な
ど
で
い
な
い
時
は
、
娘
が
母
を
見

て
く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
く
ら
に
通
所
し
て
い
る

子
ど
も
の
親
と
し
て
、
で
き
る
こ
と

は
な
ん
で
も
し
よ
う
と
思
い
、
親
の

会
の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
障
が
い

者
を
持
つ
親
に
と
っ
て
さ
く
ら
と
い

う
施
設
が
あ
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い

こ
と
。
う
ま
く
子
ど
も
の
能
力
を
引

き
出
し
て
、
子
ど
も
に
合
っ
た
仕
事

を
さ
せ
て
く
れ
る
の
は
子
ど
も
に

と
っ
て
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
へ
お
願
い
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
弱
い
人
を
見
か
け
た
ら
声
掛
け

ひ
と
つ
で
も
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
ど
ん
な

人
も
協
力
し
合
え
る
世
の
中
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

▲笑顔が魅力の仲谷さん
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中学２年生の時（平成23年10月号）に「一番やりたいこ
とはもっと走ること」と話していた木村さんは、この春に高
校を卒業し、役場職員として教育委員会事務局に勤務してい
ます。中学１年生から町の代表としてふくしま駅伝に６年間
参加し、キャプテン２年目の昨年はアンカーを務めました。
中学・高校と走り続けた木村さんは、今、新たなステージ
で、新たな目標に向かって走り始めました。

木村　郁也さん（権現堂）
取材者：浪江町役場　佐々木・鴫原
取材日：４月28日

町づくりの力になれるように

震
災
の
時
は
中
学
1
年
生
で
、
卒

業
式
が
終
わ
っ
て
家
に
一
人
で
い
ま

し
た
。
大
き
な
揺
れ
で
物
が
倒
れ
玄

関
を
塞
い
で
し
ま
っ
た
た
め
、
す
ぐ

に
窓
か
ら
逃
げ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

は
家
の
前
の
畑
に
立
ち
、
隣
の
家
の

屋
根
か
ら
瓦
が
落
ち
る
も
の
す
ご
い

音
を
た
だ
聞
い
て
い
る
だ
け
で
し

た
。
幸
い
家
族
は
全
員
無
事
で
、
そ

の
晩
は
車
の
中
で
寝
ま
し
た
。
翌
日

は
津
島
の
知
り
合
い
の
家
、
そ
れ
か

ら
東
和
町
、
岳
温
泉
、
二
本
松
の
仮

設
住
宅
か
ら
借
上
げ
ア
パ
ー
ト
と
避

難
先
が
変
わ
り
ま
し
た
。

浪
江
で
は
、
小
学
1
年
生
か
ら
中

学
1
年
生
の
初
め
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
剣
道
を
し
て
い
ま
し
た
。
先

生
は
時
に
は
厳
し
く
指
導
し
て
く
だ

さ
り
精
神
的
に
学
ん
だ
こ
と
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ず
っ
と
剣
道
を
し
て

い
た
自
分
が
陸
上
で
長

距
離
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
小
学
6
年
生
の

冬
に
当
時
の
ふ
く
し
ま

駅
伝
の
監
督
か
ら
練
習

へ
参
加
し
て
み
な
い
か

と
誘
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
や
っ
て
み

る
と
楽
し
く
て
、
中
学
で
は
陸
上
部

に
入
り
本
格
的
に
長
距
離
を
始
め
ま

し
た
。
高
校
は
、
競
技
力
の
高
い
人

が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
刺
激
を
受
け
た

い
と
思
い
、
田
村
高
校
体
育
科
に
入

り
ま
し
た
。
長
距
離
の
魅
力
は
、
練

習
し
た
分
伸
び
て
い
く
こ
と
と
、
走

り
終
わ
っ
た
あ
と
の
達
成
感
で
す
。

駅
伝
は
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
み
ん

な
と
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
の
が
い

い
で
す
。

高
校
2
年
生
か
ら
町
の
駅
伝
チ
ー

ム
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
て
い
ま
す

が
、
キ
ャ
プ
テ
ン
ら
し
い
こ
と
が
で

き
ず
に
い
ま
す
。
昨
年
の
大
会
は
気

負
わ
ず
に
走
れ
た
の
で
す
が
、
終
盤

に
脱
水
症
状
に
な
り
足
の
感
覚
が
な

く
な
っ
て
、
ゴ
ー
ル
の
時
は
意
識
が

遠
の
い
て
い
き
ま
し
た
。
ペ
ー
ス
配

分
や
食
事
の
と
り
方
な
ど
研
究
が
必

要
だ
と
感
じ
、
課
題
が
残
り
ま
し

た
。
チ
ー
ム
と
し
て
は
、
町
の
部
9

位
で
目
標
の
入
賞
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

監
督
は
、
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
町

民
に
見
せ
た
い
と
話
し
て
い
ま
す

が
、
私
も
少
し
で
も
い
い
結

果
を
見
せ
て
元
気
を
与
え
ら

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

震
災
の
時
に
中
学
1
年
生

だ
っ
た
自
分
に
と
っ
て
浪
江

は
、
山
、
海
、
川
な
ど
の
自

然
と
町
の
雰
囲
気
が
調
和
し
て
い
て

す
ご
く
住
み
や
す
か
っ
た
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
風
景
が
良
く

て
、
走
っ
て
い
て
気
持
ち
が
良
か
っ

た
。
河
川
敷
が
好
き
で
良
く
走
り
ま

し
た
。
3
年
前
に
、
震
災
後
初
め
て

浪
江
に
帰
り
ま
し
た
。
賑
わ
っ
て
い

た
十
日
市
の
通
り
は
閑
散
と
し
て
い

て
寂
し
く
、
コ
ス
モ
ス
マ
ラ
ソ
ン
の

通
り
の
家
は
壊
れ
て
い
ま
し
た
。
浪

江
の
良
い
風
景
を
知
っ
て
い
る
の
で

「
そ
う
い
う
町
に
戻
し
て
い
き
た

い
」
と
、
そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。

役
場
職
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

の
は
、
大
き
く
二
つ
の
理
由
が
あ
り

ま
す
。
復
興
に
携
わ
っ
て
少
し
で
も

役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
こ
と
。
そ

れ
か
ら
、
駅
伝
で
お
世
話
に
な
っ
た

ス
タ
ッ
フ
に
役
場
職
員
が
多
か
っ
た

の
で
、
自
分
が
走
る
だ
け
で
な
く
選

手
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
立
場
に
な

れ
れ
ば
と
い
う
思
い
で
す
。

今
は
仕
事
を
始
め
た
ば
か
り
で
、

何
で
も
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
雰
囲
気
に
は
徐
々
に
慣
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
覚
え
て
い
っ
て
、
皆
さ
ん
が

戻
っ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
な
町
づ
く

り
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
職

員
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
町
民
と
し

て
積
極
的
に
町
お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

福島県

▲いつも笑顔のフレッシュな
　18歳です

再取材シリーズ
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茨城県

木幡さんは、原発災害により、茨城、千葉を経
て１年前につくば市に移住。再開したエステサロ
ンを営むかたわら、近隣の避難者の皆さんが集え
る機会も提供しています。

木幡　サチ子さん（立野）
取材者：茨城ＮＰＯセンター・コモンズ　横田／浪江町復興支援員　田中・森
取材日：４月27日

つくばでもお店やお話会を始めました

◆
２
回
目
の
再
出
発

平
成
25
年
４
月
の
「
広
報
な
み

え
」
で
紹
介
さ
れ
た
時
は
、
千
葉
県

東
金
市
の
借
上
げ
住
宅
に
避
難
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
エ
ス
テ
サ
ロ
ン

を
再
開
し
た
り
、
避
難
先
の
市
役
所

や
浪
江
町
復
興
支
援
員
に
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
、
千
葉
に
避
難
し
て

い
る
近
所
の
方
々
と
交
流
会
や
旅
行

を
し
た
り
、
千
葉
県
内
で
開
か
れ
る

福
島
の
方
の
集
ま
り
に
参
加
す
る
な

ど
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
夫
は
福
島

で
仕
事
を
し
、
息
子
も
県
外
、
母
は

妹
の
家
の
あ
る
茨
城
県
つ
く
ば
市
に

い
て
、
自
分
は
娘
と
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
千
葉
に
来
て
４
年
目

に
、
借
り
上
げ
し
て
い
た
住
宅
を
購

入
す
る
か
出
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ

ま
し
た
。
娘
が
千
葉
の
短
大
に
通
う

必
要
が
あ
る
こ
と
、
自
分
も
エ
ス
テ

の
仕
事
は
続
け
た
い
こ
と
、
福
島
の

家
も
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

な
ど
い
ろ
い
ろ
考
え
、
母
が
暮
ら
し

て
い
た
つ
く
ば
に
移
る
決
意
を
し
、

店
舗
も
兼
ね
た
家
を
新
築
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
住
み
も
う
直

ぐ
１
年
に
な
り
ま
す
。

夫
も
退
職
し
て
福
島
か
ら
つ
く
ば

に
き
て
、
バ
ラ
バ
ラ
に
暮
ら
し
て
い

た
家
族
が
共
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
母
は
野
菜
作
り
、
夫
は

造
園
の
仕
事
と
サ
ッ
カ
ー
で
汗
を
流

し
、
震
災
の
日
に
中
学
校
を
卒
業
し

た
次
女
は
短
大
を
卒
業
し
て
、
人
の

役
に
立
た
ち
た
い
と
障
害
者
支
援
施

設
で
働
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
分

は
、
浪
江
、
東
金
に
続
き
３
回
目
の

開
業
と
な
る
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
を
つ
く

ば
市
高
崎
に
開
い
て
い
ま
す
。

◆
つ
な
が
り
を
作
り
、
人
を
元
気
に

つ
く
ば
に
は
ま
だ
知
人
が
少
な
い

も
の
の
、
着
付
け
教
室
に
参
加
し
た

り
し
な
が
ら
新
た
な
つ
な
が
り
を
作

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
千

葉
で
も
し
て
き
た
よ
う
に
、
福
島
か

ら
来
ら
れ
て
い
る
方
で
近
く
に
い
る

方
同
士
で
茶
話
会
を
し
た
い
と
思

い
、
今
度
は
茨
城
の
復
興
支
援
員
の

方
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
茶

話
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
新
聞
折

り
込
み
の
情
報
紙
に
大
き
く
取
り
上

げ
て
も
ら
い
、
徐
々
に
つ
く
ば
の
方

と
の
つ
な
が
り
が
で
き
て
き
ま
し

た
。前

回
（
平
成
25
年
4
月
）
の
「
こ

こ
ろ
通
信
」
同
様
、
私
は
人
を
元
気

に
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
エ
ス

テ
の
仕
事
も
、
人
に
喜
ば
れ
、
人
と

の
つ
な
が
り
を
作
れ
る
仕
事
な
の

で
、
こ
の
地
を
使
命
の
地
と
決
め
始

め
ま
し
た
。
浪
江
の
家
や
田
畑
の
こ

と
も
気
に
な
り
ま
す
し
、
こ
こ
ろ
は

い
つ
も
福
島
に
あ
り
ま
す
。
最
後
は

浪
江
に
帰
り
た
い
で
す
が
、
今
は
こ

の
茨
城
で
友
達
を
増
や
し
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
今
後
も
福
島
や
浪
江
町

と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

▲自宅に併設されたエステサロンの入り口を背にした
　木幡さん

再取材シリーズ



http://www.town.namie.fukushima.jp
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